
特集

二
〇
一
九
年
　

　
安
倍
政
治
の
終
焉
を
！

　
◆
特
集
に
あ
た
っ
て

　

例
年
、
年
頭
に
そ
の
年
の
憲
法
の
命
運
を
思
う
。
日

本
国
憲
法
の
安
泰
を
確
信
で
き
る
年
は
稀
で
し
か
な
く
、

多
く
は
憲
法
の
消
長
を
憂
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
明
文

改
憲
に
つ
い
て
も
、
解
釈「
壊
憲
」に
つ
い
て
も
、
で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
安
倍
政
権
成
立
以
来
の
近
年
は
、
明

文
改
憲
の
外
堀
が
埋
め
ら
れ
て
い
く
感
が
強
く
、
そ
の

憂
い
が
深
い
。

　

さ
て
、
二
〇
一
九
年
は「
安
倍
九
条
改
憲
」の
せ
め
ぎ

合
い
の
中
で
、
新
年
を
迎
え
た
。
と
う
て
い
、
憲
法
の

安
泰
を
確
信
で
き
る
事
態
で
は
な
い
が
、
本
誌
は
「
安

倍
政
治
の
終
焉
」
を
視
野
に
、
改
憲
策
動
に
終
止
符
を

打
つ
展
望
を
語
る
特
集
と
し
た
。

　

本
年
は
、
こ
の
安
倍
改
憲
策
動
阻
止
の
成
否
に
決
着

が
つ
け
ら
れ
る
年
と
な
る
。
明
文
改
憲
を
許
さ
ず
、
こ

れ
を
阻
止
し
得
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
憲
法
を
国
民
の
も

の
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
ま
、
国
民

運
動
の
進
展
次
第
で
、
そ
の
成
算
は
十
分
に
あ
る
。

　

広
渡
清
吾
氏
の
巻
頭
言
「
安
倍
政
治
に
未
来
は
創
れ

な
い
│
憲
法
と
市
民
の
力
で
安
倍
政
治
に
終
止
符
を
」

は
、
そ
の
展
望
を
具
体
的
に
語
っ
て
い
る
。
明
治
維
新

以
来
の
一
五
〇
年
間
が「
大
日
本
主
義
」と「
小
国
主
義
」

と
の
対
抗
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
の
視
点
か
ら
、「
小
国
主

義
の
柱
」
と
し
て
九
条
を
位
置
づ
け
、
安
倍
政
権
の
九

条
改
憲
は
戦
後
日
本
社
会
を
岐
路
に
立
た
せ
て
い
る
と

の
認
識
を
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
岐
路
は
危
機
で
あ
る
と
と
も

に
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
今
年
七
月
の
参
院
選
が
分
け

目
。
市
民
と
立
憲
野
党
の
共
闘
が
、
新
た
な
政
治
参
加

を
呼
び
起
こ
し
安
倍
政
治
を
代
え
る
力
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
る
、
と
い
う
。

　

ま
た
、
二
〇
一
九
年
は
、
明
文
改
憲
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
憲
法
の
理
念
が
現
実
政
治
の
中
に
課
題
と
し
て

浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
と
し
で
も
あ
る
。
天
皇
の
生
前

退
位
に
伴
う
代
替
わ
り
問
題
が
国
民
主
権
や
主
権
者
意

識
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
政
教
分
離
原
則
も
問
わ
れ

る
。「
３
・
１
事
件
」「
５
・
４
運
動
」
の
一
〇
〇
周
年
で

も
あ
っ
て
、
日
本
国
憲
法
の
背
景
に
あ
る
歴
史
認
識
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
年
と
も
な
る
。
韓
国
と
の
緊

張
関
係
の
中
で
、「
従
軍
慰
安
婦
」
や
徴
用
工
問
題
が
、

大
き
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
憲
法
理
念
と
の
関
連

で
、
歴
史
修
正
主
義
と
対
峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
一
〇
月
に
は
、
消
費
増
税
を
め
ぐ
っ
て
財
政
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や
福
祉
、
経
済
政
策
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。
問
題
山

積
で
あ
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
安
倍
政
権
と
の
厳
し
い

対
決
を
要
す
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

い
ま
、
最
大
の
具
体
的
政
治
課
題
は
沖
縄
を
め
ぐ
っ

て
生
じ
て
お
り
、
大
浦
湾
の
美
ら
海
を
埋
め
立
て
る
安

倍
政
権
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
強
行
が
、
全
体
の
状

況
を
象
徴
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
本
号
で
は
、
沖

縄
の
現
場
か
ら
、「
沖
縄
か
ら
安
倍
政
治
を
総
括
す
る
」と

題
す
る
小
林
武
氏
の
論
稿
を
お
送
り
す
る
。

　

ま
た
、
安
倍
九
条
改
憲
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
、

麻
生
多
聞
氏
の
「
九
条
に
適
合
的
な
非
武
装
に
よ
る
安

全
保
障
方
法
論
│
│「
市
民
防
衛
」に
つ
い
て
」を
掲
載

し
た
。「
市
民
防
衛
」
と
は
、
軍
隊
で
は
な
く
一
般
市
民

を
防
衛
の
主
体
と
し
、
非
暴
力
手
段
に
よ
り
市
民
生
活

を
防
衛
す
る
と
い
う
安
全
保
障
方
法
論
の
新
た
な
提
案

で
あ
る
。

　
【
な
お
、
小
林
・
麻
生
両
氏
の
論
稿
は
、「
憲
法
ネ
ッ
ト
１
０
３

発
足
１
周
年
記
念
シ
ン
ポ
〈
安
倍
政
治
を
問
う
│
９
条
・
教
育
・

沖
縄
〉」の
発
言
に
加
筆
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。】

　

以
上
の
、
明
文
改
憲
、
解
釈「
壊
憲
」の
す
べ
て
の
課

題
が
、
安
倍
政
権
の
姿
勢
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
安
倍

政
権
と
の
対
峙
が
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
、
安
倍
政
権
の

最
大
の
弱
点
は
、「
ウ
ソ
と
ご
ま
か
し
の
」体
質
に
あ
る
。

　

森
友
学
園
、
加
計
学
園
問
題
を
機
に
噴
出
し
た
安
倍

政
権
の
文
書
管
理
の
お
粗
末
、
そ
し
て
こ
れ
を
糊
塗
し

よ
う
と
す
る
隠
蔽
、
改
竄
、
虚
偽
説
明
の
数
々
。
こ
れ

を
糾
弾
す
る
「
ウ
ソ
と
ご
ま
か
し
の
安
倍
政
権
に
終
止

符
を
！
」の
ア
ピ
ー
ル
と
賛
同
署
名
の
運
動
を
、
法
律
家

６
団
体
が
事
務
局
と
し
て
支
え
た
。

　

そ
の
運
動
が
主
催
し
た
昨
年
一
二
月
三
日
の
講
演
会
・

「
ウ
ソ
と
ご
ま
か
し
の『
安
倍
政
治
』総
検
証
！
」の
四
人

の
講
演
に
加
筆
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
が
左
記
の
各
稿

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
分
か
り
易
い
講
演
内
容
と
し
て

評
判
の
よ
か
っ
た
も
の
。
年
頭
号
へ
の
掲
載
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
と
し
て
お
届
け
す
る
。

　

小
森
陽
一
氏　
「
安
倍
政
治
」と「
ポ
ス
ト
真
実
」

　

上
西
充
子
氏　
「
働
き
方
改
革
」一
括
法
の
ご
ま
か
し

　

右
崎
正
博
氏　
「
公
文
書
管
理
」
の
原
則
は
ど
こ
に
あ

る
の
か

　

古
賀
茂
明
氏　
「
日
米
Ｆ
Ｔ
Ｐ
」
の
捏
造
か
ら
見
え
る

も
の

　

保
守
の
側
が
日
本
国
憲
法
の「
改
正
」を
唱
え
、革
新
・

リ
ベ
ラ
ル
の
側
が
「
改
憲
阻
止
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

抵
抗
す
る
図
式
は
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、

保
守
政
権
が
大
国
主
義
や
復
古
主
義
、
あ
る
い
は
新
自

由
主
義
の
立
場
か
ら
改
憲
を
試
み
、
国
民
が
こ
れ
を
は

ね
除
け
て
憲
法
を
守
り
抜
く
た
び
に
、
国
民
は
憲
法
を

あ
ら
た
め
て
獲
得
し
、
憲
法
は
国
民
の
血
肉
と
な
っ
て

い
く
。

　

な
お
、
二
〇
一
九
年
は
亥
年
、
一
二
年
に
一
度
統
一

地
方
選
と
参
院
選
の
両
選
挙
が
重
な
る
年
。
前
回
の
亥

年
二
〇
〇
七
年
に
は
、
七
月
二
九
日
に
参
院
選
の
投
開

票
が
行
わ
れ
、
自
民
党
が
歴
史
修
正
主
義
的
な
惨
敗
を

喫
し
た
。
そ
の
後
の
迷
走
の
末
、
安
倍
晋
三
第
一
次
政

権
は
、
九
月
一
二
日
に
内
閣
総
辞
職
し
て
倒
れ
た
。
と

い
う
よ
り
は
、
醜
態
を
晒
し
て
政
権
を
投
げ
出
し
た
。

　

今
年
も
、
憲
法
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
ら
ん
こ
と
を
。

 

（「
法
と
民
主
主
義
」編
集
委
員
会
・

 

澤
藤
統
一
郎
　
弁
護
士
）
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